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■１２月１１日（土）５：００ｐｍ～１２日（日）お昼まで  

■place：三重県菰野町 Ｋ山荘 ■会費 5000 円程度 

■ schedule： 

11 日 イタリア料理ディナー 

ショートスピーチ 古居みつ子さん 

「起業してから１１年経ちました！」 

１２日 ビデオ「何でもなれるぞ part2」部分試写 

ＷＷ年末パーティ 

１０ページを 

見てね 
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実行委員会は回を重ね、８／３０、１０／２と、これで６回話し合いを持ちました。

前号でお知らせしたように制作は実務的な段階に入っているのですが、ここにきてシナ

リオが計画どおりに書かれず、そのため全体像が見えないという問題がでてきました。

そこで、次回会議（１１／３）までにグループごとにシナリオ担当者と打ち合わせ、シ

ナリオかそれに準ずるものを作成することになりました。そして１１／３は、それに基

づいて全体の構成について話し合うことになりました。 

 

《グループごとの進捗状況》 
 

■Ａグループ（三輪、加藤） 農業  ○○運転手 

一旦は消えた農業ですが、第一次産業を入れたいという思いと、下山村で、一人で農

業をしている児山美香さんの熱い思いに魅せられたメンバーの熱意により出演が決まり、

あっ、という間に取材、撮影も終わりました。詳細は、加藤さんのレポートをご覧くだ

さい。 

ＪＡＬのジャンボジェット機のパイロット、新幹線の運転手と

次々依頼しましたが、「女性だけを取り上げたくない」、「神経を

使う仕事なので他のことはできない」などの理由で断られました

が、地下鉄運転手に依頼しとうとう快諾を得ました。（^_^）/~ 

 

■Ｂグループ（内藤、斉藤、鷲） 貿易会社新入社員  ペットシッ

ター 

貿易会社社員については、いつでも撮れるということもあり、

進展なし。何をアピールするか、シナリオをきっちりつめる必要

があります。 

ペットシッターは、編集の段階です。 

 

■Ｃグループ（冨田、桂川） 新聞記者 

堤さんは大阪在住のスポーツ担当記者ですが、今年のプロ野球

のゴタゴタで多忙を極め、撮影が困難になっています。そこで、

撮影班をより機動力のあるものにして対応することにしました

が、まだ、実施できません。 

 

■Ｄグループ（奥田、高井、伊藤）ＮＰＯで働く人、地方議員、保育士 

ＮＰＯは、９／２６、新施設の開所式に１回目の撮影をしました。 

半田市のアートスクゥエアーと言います。いい所でしたよ。これはいわば、ハレの日。

日常は後日、撮影することになっています。 

地方議員は、９月、１０月とも撮影できませんでした。１２月議会は必ず撮影したい

と思っています。 

保育士は、９月に事前取材済みです。園長も保育士の高羽さん（２７歳）も協力的で

す。園児の人権に配慮して撮影したいと思っています。 

                                             以上   （Ｏ） 

ビデオ制作実行委員会からの報告 

 



 

農業の児山さんのヴィデオ撮

りを終えて      加藤くに子 

 

 

私達(加藤,三輪)は第１次産業である農業

を取り上げたいと思って、いろいろ人をさがし

ているときに下山村で農業をしている児山彌

香さんに出会い、撮影を許可していただいた。

下取材に伺ってそれを参考に,高野さんに筋

書きを書いていただいて当日に備えた 

 10 月１６日朝から良い天気でヴィデオ撮り

には絶好の日より。藤原さん(ディレクター兼

インタビュアー,)出口さん(音声)新見さん(カメ

ラウーマン)達は名古屋から、私と三輪さん

の娘さんの幸子さん(興味があるので同行し

たいとのことで来られました。ちなみに大学

院で農業経済を勉強中の学生さん)は豊田

方面から出発して現地で落ち合いました。 

 児山さんの畑に直行、すでに、畑仕事をし

ておられる。人参畑やサトイモ畑で農作業を

しておられるところを早速撮らせてもらう。ふ

っくらとおいしそうな人参や,サトイモが畑から

顔を出しているのがカメラに撮られていくの

はわくわくするような感じ,きっと子ども達が見

ても嬉しいだろうなと思う。藤原さんのインタ

ビューが始まる、さすがプロ、つぼを心得た

質問ぶりに思わず感心する。今の日本の農

業について考えてし

まうこともあったが、

食という一番大切な

ことに携わっている

人がこんな若い女性

であることに頼もしさ

を感じると共にこの

ヴィデオを見た子ど

も達が後に続くと良

いなと思いながら彼

女の話を聞いていた。

今はなかなか厳しい

生活をしておられる

のだが将来に希望

を持って毎日を充実

してやっておられる

ことが救いだ。インタビューの途中にからす

や他の鳥が鳴いたり、農耕機具の音が入っ

たりするのもいかにも農業の職業紹介らし

い。 

 ピクニック気分の昼食を畑のわきで済ませ

て,児山さんの自宅に向かう。自宅で野菜を

運び込むところなど撮って、その後村の産直

市場に行く。児山さんが持ってきた人参を並

べるところや地域の人との交流場面などを撮

らせてもらう。その後は岡崎のレストランに野

菜を持っていくところをカメラウーマンの新美

さんが児山さんの車に乗り込んで撮影してい

く。 

レストランでは野菜を納めるところ、料理

人の児山さんの野菜に対する感想などをイ

ンタビューして撮らせてもらう。彼女の野菜に

絶対の信頼をしておられることがひしひしと

伝わってくる。これで撮影はおしまい。お疲れ

さまでした。 

世襲でなく、女性が一人で農業をしている

人が愛知県におられたことはラッキーであっ

たが、今の日本の農業政策が決して安心し

て仕事が出来る状況でないことも事実なので,

次の世代が児山さんのヴィデオを見て切り

開いていってくれることを期待したいと思って

帰路についた。編集されてくるのが楽しみで

ある。 
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報告 
  

どうすりゃいいの、日本! 
１０・３均等待遇東海主催林弘子氏講演会 

 

「なぜ女性の賃金は、男性の賃

金の６割なの?」を聴いて 

 

                                                   
 

当日残念ながら最初の方が聴けませんで

したが講演のポイントは次のとおりでした。 

 

１ 女性の賃金が低いのは日本だけなのか 

 

北欧諸国、フランス等性別分業禁止の政

策が進んだ国では男女格差が小さくなり、ア

メリカ、イギリスのように自由主義が強い国

でも一定の成果が上がっている。また、韓国

のように日本より格差が大きかった国でもそ

の是正のスピードが速くなっていて、日本が

男女格差の大きさでも是正スピードの遅さで

も際だっている。 

 

２ パートタイマーの低賃金は身分差別？ 

 

パートタイマーは生まれながらの身分でな

いので社会的身分による差別禁止違反とは

言えないが、均等法成立後のコース別採用、

改正均等法以後の非正規職化の流れの中

で是正しなけれぱいけない課題である。 

 

３ 法律は本当に論理的？ 

 

日本の法律は不備が多く法律を武器に闘

うことが難しい。均等法にしても罰則や救済

制度がなく、行政が指導するための法律で

あって労働者には権利となっていない。 

 

４ なぜ裁判か 

 

法律が頼りにできない日本では、裁判闘

争によってひとつずつ勝ち取っていくしか方

法がない。 

しかし勝訴に持っていくのは大変難しく和

解での解決で終わっている。ただし、和解内

容も良くはなってはいる。(例：住友電工裁

判) 

 

５ 男女同一賃金が現実になる日 

 

今後の取り組みとしては、「同一価値労働

同一賃金」の議論を深めていく必要がある。     

また、募集採用差別是正もアメリカ公民権

法のように実際に雇い入れもしくは賃金保証

をしないと解決にならない。 

ともかく男女が等しく働き、公平に分配される

祉会を目指していくことが大事である。 

 

感想 

林さんの話はエネルギッシュでわかりやす

く、また裁判原告の野村証券(新聞で和解成

立との報道)、昭和シェル、住友電工、住友

化学、岡谷鋼機のみなさんの話も伺え、講演

会はとても良かったのですが、逆に日本の現

状はあまりにもひどくてどうすりゃいいんだと

思いました。行政は北欧藷国のように強力に

差別是正と取り組まず(男女共同参画社会と

言っているだけ)、立法は効力のある法律を

作れず、司法で判決や和解を獲得しても最

終的に使用者側が是正するかどうかに委ね

られているという救いようがない有様です。 

特に不思議でならないのは、日本はI LO１

００号条約「同一価値労働同一賃金」や女性

差別撤廃条約を批准しておき加がら、それ

が保証されないことです。法律素人の私には

国際条約違反ではないかと思えるのですが、

批准時の経緯云々で難しい問題だとのこと

で残念です。でも日本の現状に責任がある

のは私達なのですから、すこしでも改善され

るように運動していかなけれぱならないと改

めて実感しました。哉判を闘うみなさんには

頭が下がります。(F) 
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ＷＷ例会報告：２００４．１０．０２ 

 

男が容認する「魔女」中島みゆき 

「中島みゆき」とジェンダー 
     

講師 中島美幸さん 

                                                   
 
 女性ファンを中心に、音楽界では確固たる位
置を築いていた中島みゆきは、ＮＨＫ『プロジェ
クトＸ 挑戦者たち』のテーマ曲「地上の星」で、
ニューミュージックとは縁遠かった中年男性の
知名度と好感度を一挙に高めた。また、熱烈な
フアンの中には知識人といわれる男性も多く、
論評された本や文献も多いという。自称「魔女」
という中島みゆきは、ジェンダーを考える中でど
んな位置にいるのか、また、吉本隆明などイン
テリ男たちがなぜこぞって彼女を称えるのか。
こうしたことを非常にわかりやすく、講師の中島
美幸さんがひもといてくれた。 
丁寧に作られたレジュメに従って、キーとなる曲
のさわりの部分を聞きながらの話はとても面白
かったのだが、とても全部は書ききれないので、
それこそさわりの部分だけお伝えしたい。 

 
1.「シンガーソングライター中島みゆき」の登場 
デビュー曲は『アザミ嬢のララバイ』だが、ヤ

マハポピュラーコンテストでグランプリを取った
『時代』が大ヒット(75 年)。時代はまさに 70年安
保からの余韻さめやらぬざわついた頃。全共
闘世代に共感を抱かせる『世情』という曲もあ
る。  

 
2.わかれうたうたい」中島みゆきー「ふられうた」
「怨み歌」 
 彼女の歌には実に失恋をテーマにした歌が
多い。（75～86 年の 178 曲中 100 曲余りあると
か）。三角関係をプロットにしたものでは、相手
の女に探りを入れたり、ほんの少しの愛でも分
けて欲しいと哀願したり、わざとつれなくしたり、
時にはライバルを嚇したりと、未練・羨望・嫉妬
がうずまいている。講師曰く「こんなんやめたら
いいのに、なんで欲しがるの」というのが次々と
出てくる。（参考曲名「朝焼け」「化粧」「怜子」
「「元気ですか」」「悪女」「捨てるほどの愛でい
いから」「鳥になって」「100 人目の恋人」） 
しかし、ルネ・ジラールの「欲望の模倣」による
と、“欲望はライバルという他者の欲望を模倣

することによって生じ、三角的欲望ではライバ
ルが自分に近い存在であるほど憎悪や嫉妬は
強くなる、そして、欲望する主体の自律性や内
発性のみならず、欲望される対象すら幻想にな
ってしまう”そうだ。つまり、彼女の恋の対象は
実体のない幻想で、恋していること自体に陶酔
し、結ばれないことで恋愛は純化される。これ
が、彼女の歌を聴く“年頃”の女性にとってはた
まらなく良いのではないかという。さらに、実体
のないものに勝手に欲望し美化し自己完結し
てくれるわけだから、男にとっても都合がいい。
これが男性評論家をして「凄絶な美学」「女の
愛の強さ」「曝けだす強さ」…と賛美させること
につながると、鋭く指摘。 
 
3.「女であること」へのいらだち 
彼女の曲には、男に縛られること、少女であ

ることの疎外感、女に生まれた理不尽さなど、
女であることのいらだちを絞り出すように唄った
曲も幾つかある。しかし、「縛らないでよ」とか
「私は勝手に行くわ」といいながら、最後のとこ
ろでトーンダウンしてしまう（「わたしのやさしい
人」「勝手にしやがれ」「女なんてものに」）。また、
よく聞けば身勝手な男への批判と解釈できるが、
表現が抽象的でわかりにくい（「ボギーボビー
の赤いバラ」）。男の実体を見抜いて、身勝手さ
をはっきりという曲もあるが、あまりさらっと唄っ
てしまっているので見えにくい（「あぶな坂」）。 
そんな中、水商売の女(たぶん)が“おかみさん
たちよ、あんたらの方が／あこぎな真似をして
るじゃないか”と結婚制度の中の女を批判して
いる唄（「彼女の生き方」）や、社会の劣位にい
る女が＜爪＞を持つのを手なずける家父長制
度のからくりを提示する（「やまねこ」）ものもあ
る。ここで彼女は自ら内面化してしまったジェン
ダーに苦しむ女を唄っている。 
 しかし、中島みゆきは『家父長制社会へのあ
からさまな糾弾を回避する手法』をとることが多
い。詞とメロディーが乖離しており、深刻な内容
ほどメロディーラインも明るくカラっと唄う。さら
に彼女の身体性が中性的で女を感じさせない
ので、はぐらかされてしまう。また時には、歌詞
が抽象的で解釈が難しいこともあって、多くの
人はそれが社会や男に対する批判だということ
などまで感じずに、聞き流してしまうだろう。 
 
4.「聖娼婦」幻想 
中島みゆきには“娼婦”としか思えない女を

歌った曲も多い（「アザミ嬢のララバイ」「歌姫」
「極楽通りへいらっしゃい」「白鳥の歌が聞こえ



 6 

る」）。 
 無償の愛を男たちに与え、男を癒す女。これ
が男性評者をして「母性的」「巫女」「女神」とい
わせる所以でもある。さらに彼女自身も、アル
バムのジャケット（『愛しているといってくれ』
‘78）や、ステージで娼婦に扮し、両足を縛って
歌ったこともあるという。 
日本的性風土には男たちが抱く「売春婦」幻想
があり、それは「性的快楽を通して解脱へと導く
性的技巧のプロである聖娼婦」像。男性を救済
するために性的に献身するが、それ自体は穢
れた女である。男は救済され、高みに昇る。そ
の結果、(娼婦は)穢れたものとおとしめられる
が故に、反転して聖なる存在であるという逆説
的発想が生まれる。 
男性が創り出した、「娼婦」像を神聖化する「売
春婦」幻想は、男の欲望に奉仕し、男性社会の
安定に寄与するものであり、彼女が「聖娼婦」と
して男性ファンに受け入れられるのは、その下
支えになっていると中島美幸氏は説く。 
 
5.リブの「魔女」と中島みゆきの「魔女」  

1970 年代にウーマンリブを掲げる女たちは、
家父長制への反逆をこめ、迫害されることをむ
しろ積極的に引き受ける、いわば確信犯的に
「魔女」を自称していた。一方中島みゆきは、マ
スコミが「音楽の魔女」といった冠詞を付けて彼
女を取り上げ、彼女自身も『魔女の辞典』(プロ
モーション用の冊子)を配るなど「魔女」を自称し
てきた。それは彼女自身の言葉を借りれば「数
多くの言葉でものごとを表現することに飽きた
人が、吐く言葉にまとまりのない女を表現する
言葉」だという。「まとまりのない」話の内
容や、歌い方と饒舌なしゃべりと「まとま
りのない」ありよう故に「魔女」を自称し
ているということなのかもしれない。 
‘78.1.3 の『週刊プレーボーイ』は、中
島みゆきを「好感度を持った反逆の
女」というタイトルで取り上げている。
これは本来あり得ない表現なので
はと中島美幸氏はいう。男たち
が持つ「好感」、それは「反逆の
女」のミステリアスな新鮮さとともに、決し
て自分たちを脅かすことがないがゆえに成立す
る。 
 かって「青鞜の女」にも「新しい女」としての男
たちの受け入れがあった。当時知識層の男た
ちには、忍従の美徳で人形のようにただ受け入
れるだけの女はつまらないという意識があり、
一定の自我を持って言い返す女に期待する部

分があった。しかし、男たちの境界を超えて発
言しだし、許容範囲を超えると、たちまちパッシ
ングの嵐を呼ぶこととなる。 
 中島みゆきとは、女の自立や苛立ちなど「フェ
ミニズムのようなもの」を適度に含む、アイドル
にはない歯ごたえのあるシンガーソングライタ
ーだが、男の許容範囲を逸脱することはない、
安心して共感できる存在なのではないか。それ
が、知識人を含む多くの男たちに受け入れられ
る「魔女」中島みゆきである。 
 
6.中高年男性の救世主？“中島みゆき” 
中島みゆきを広く知らしめたのはＮＨＫ『プロ

ジェクトＸ 挑戦者たち』の主題歌「地上の星」で
ある。これはプロデュサーの一人が彼女のファ
ンで、番組のための書き下ろしで依頼したもの
だという。 
 この『プロジェクトＸ』は今までに約 140 回オン
エアされているが、取り上げられているのは大
半が男性で、女性はわずか 4・5 回しかない。 
（ここでＮＨＫ『ニュース 10』の中島みゆき特集
のビデオをみる） 
 その中で、中島みゆきが読み上げるメッセー
ジが入っており、その声を聞いて中島美幸氏は
しばしぼーぜんとなったということだ。中島みゆ
きのしゃべりは、その歌と歌声からは想像でき
ないような、明るく素っ頓狂な響きを持っている。
彼女は彼女を演出し、歌手中島みゆきもＤＪな
どの中島みゆき像も創り出されたものだろうと、
言えそうだ。 
参加者は 12 名。内藤さん宅のリビングに座

り込んでの食事付きのアットホームな雰囲気で、
基調の話のあとも、中島みゆきの印象やら音

楽業界の話、浜崎あゆみについてなど、
いろいろと話が出たが、その部
分は残念ながら割愛。 
家に帰って、ネットで「中

島みゆき」を検索したらなんと
5万8600件がヒットした(ちなみ
に松任谷由美は 1 万 600 件)。
とにかくコアなファンが多いよう
で、中島みゆき論を書き上げてい
る文字だらけのホームページも多
い。私自身「大吟醸」「大銀幕」をは

じめ「ベストアルバム」など 10枚以上のＣＤを持
っているのだから、ファンの一人だといっても間
違いはないだろう。この例会で中島美幸さんに
綿密に分析され、いままでなんとなくもやつい
ていた部分が大いに納得でき大変有益かつ楽
しかった。 ( I )    
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表現はジェンダーである 

 
Mella-Akane 

 

・・・そして、「フェミニズムのメッセージを持った

サブカルチャーが必要だ」・・先日の「中島（ナカ

シマ）美幸さんによる、中島（ナカジマ）みゆきに
ついてのお話」のなかで、氏が強調されていた

言である。ほんとうにそう思うのだ。 

新宿リブセンターのメンバーが歌、踊り、コ
ントなどいろいろなスタイルでリブのメッセージ

を表現した「どてかぼ一座」公演。１９７０年代

のことだが、深く魅せられたことは忘れられな

い。そして魔女コンサートは随分オシャレで、
やっぱり感動した。運動はカッコよくなきゃ。メッ

セージは楽しくなきゃ。そう思い続けて、「赤華」

を始め、「Mella」をやっている。（ちょっとお休み

中だけど） 

さて今回、ナカシマさんのお話に刺激されて、

少しだけいまどきのサブカルチャーにおけるフ

ェミニズムの様子を覗いて見ようと言う気にな

った。まずは演劇。 

 

演劇自体がいまやメジャーなサブカルチャ

ーかどうかが疑わしいが、比較的メジャーなの

が劇団「青い鳥」だ。先の９月にはひさびさの

名古屋公演「最後のシンデレラ」をみた。この劇

団は女性ばかりでもう２５年。小倉千加子も入

り浸っていたという筋金入りのフェミニズム劇団

だ。５０代なかばにさしかかろうという看板役者

たちだがとにかくカッコいい、センスがいい、飽

きさせることのないおもしろさ。文句なしに私の

一番好きな劇団だ。それでも、テレポアホール

には空席があった。こういう極上のエンターテイ

メントがメジャーになりきらないのは不思議だな。

昨年ニュースに書いた永井愛/渡辺えりこの

「萩家の三姉妹」よりさらにおもしろいと思うん

だけどな。宣伝力かな？ 

ところで、名古屋の小劇団では WW にもなじ

みの「夏蝶」もがんばっているが、最近「女によ

る女のための女の劇団」と銘打って旗揚げした

明上真理子主催による「いぬまるや」もいい。

昨年の第一回公演「情事の事情」（女性会館ホ

ール）でも DV 問題をとりあげ、その取り上げ方

のセンスのよさに注目したが、今年第二回公演

「５年後の手紙」では障害者の問題が織り込な

れた。今回はKDハポンという超小さな小屋で、

彼女の脚本や演出がさらに光る迫力ある芝居

だった。いずれも重たいテーマなのにうんざりさ

せることなく客の心に入り込んでくる、また、女

と女の関係をきっちり描いているところ、男に対

して自立しているところ（あるいは自立できない

という問題をきっちり描いているところ）は好感

度１００％。（実はWWは公演のたびごとに招待

券を１枚いただいている。日程の関係で会員全

員に声をかけることが出来ないのが残念だっ

たけど、次は行きたいという人はあらかじめご

連絡ください。ひとりでも多くの女たちと観にい

きましょう。） 

でも、最初にも書いたけどそもそも観劇人口

は少ない。しかもどっちかといえばインテリ（!?）。

やっぱり、TV ドラマや映画が問題だよね。その

辺は高野さんがほとんど口にタコができる状態

でたくさんの文章に書いているのでおまかせす

ることとして・・・ 

 

次に音楽について少しだけ眺めてみる。 

この分野でも、マイナーなフェミニストシンガ

ーはたくさんいる。私たちもそのはしくれだし、

最近付き合いのある東京国立の石原みき子な

どもいい歌をつくっている。大阪では毎年ウイ

メンズジャズフェスティバルが開かれている。

インディーズ系では、「何でもなれるぞ女の子

男の子」の BGM に使われ、雑誌インパクト「リ

ブ特集」の表紙を飾った The News（活動休止

中）がいる。中山ラビだってライブを続けている

し、世界を又にかける天鼓は水玉消防団２１

を再結成している。元参議院議員笹野貞子氏

の娘でレズビアンをカミングアウトした笹野み

ちるはそのタイトルも「性差別」という曲がある

が、今も元気。・・そのほかにもたくさん。 

 

でも、オリコンチャートに入るような曲ではど

うか。普段のチェックが甘くお粗末な情報力だ

が・・・覗いてみると・・・ 
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Ｃｏｃｃｏ（こっこ）。メジャーデビュー曲となっ

た「強く儚い者たち(1977)」では、「愛するものを

守るため海へ出た男が・・・嵐の中を生き延び

て島に戻ってきてみると・・あなたのお姫様は

誰かと腰を振ってるわ・・人は強く儚い者・・」と

うたう。このほかにも内面に踏み込んだ歌詞が

多く、媚びた感じのまったく無い歌いぶりがい

い。が、ジェンダーを前面に出したものはないと

思うが。 

大黒摩季。ビッグヒット「あなただけみつめて

る(1993)」では「あなたが望むから・・髪も化粧も

地味にして、車にも詳しくなり、女友達とも絶交

し、笑わなくなって・・・行けッツ!!夢見る夢なし

女!!」と結構鋭い。彼女の曲は他にも「エッツ！」

と思わせる歌詞があるのだが、アップテンポで

深刻さなく歌い飛ばしていることが、バブル期

OL の気分にうまく乗っていたといえる半面、軽

く聞き流されてしまっていたとも言える。 

最近も売れている女性では、椎名林檎は難

解すぎでパスとして、鬼束ちひろなどが内面を

描いた詞を書いている部類で、リストカット少女

のアイドルとか？浜崎あゆみもこの世代の心

情を上手く表現しているとか？いずれにしても

社会的な存在、しかも女としての詞は感じ取れ

ないと思う。・・・・このほかといえば、「意味もな

く、すぐアイラブユー♪」式のオンパレードで、

ざ-っつと見渡してもフェミニストの意識はなさ

そう。少なくともストレートにフェミニズムを表現

したものは無いと言っていいかもしれない。 

男の子のパンクだと、最近は結構社会的

（風）な、あるいはダサカッコイイともいうべき歌

も流行っていて「親に授かりしこの命・・毎日仕

事 に追われ て も ・ ・ が ん ばれ働 く 人 よ

（B-dash:2004）」なんていう曲もヒットしている。

そういえば反戦フォークがはやって、岡林、泉

谷、小室など反逆のうたが売れていた時代もあ

った。そんな頃から通してみてもフェミニズム

（リブ）の反逆のうたはヒットチャートを登ったた

めしがない。メガヒットとして受け入れられるの

はせいぜい「素直に自分を出した」女の子像程

度なのか？ 

しかし、外国に目を転じてみると、古くは”I’m 

a woman”のヘレン・レディやジャニス・イアン、

パティ・スミスがいる。 

そして最近では、アラニス・モリセットは、

「怒れる女たち」と言われる一連の女性シンガ

ーソングライターの先鞭をつけた大物で、「あん

なに美人なのになんであんな歌を・・」と評され

るほど（?!）。こんな歌詞がメジャーで売れるん

かいな？と思うような容赦のない女のメッセー

ジを歌っている。 

また、「ブッシュはテキサスの恥」と発言して

大騒ぎになった女 3 人のグループディキシー・

チックスはご存知か？全米を席巻した大ヒット

「グッドバイアール」は、DV被害にあっている幼

馴染の女友達を助けに行き、男（アール）を始

末して二人で楽しく暮らすというストーリー。私

たちもこの男の名を変えて「グッドバイ慎太郎」

という曲にして歌っている。 

日本の女性シンガーソングライターたちも、

女性の内面を歌っているという点ではアラニス

たちと同様なのだが、何が違うかと考えると、

「怒り」ということかもしれない。日本の女たちは、

自分自身を痛めつけたり、相手を恨んだりはす

るけど、怒っている歌詞がほとんどないように

思う。だから聞いている男側には「安全」感が

あり、助けてあげようとは思うかもしれないが逃

げる必要は無い。怒らないのは日本人の特徴

とは言うけど、パンクでは怒ってるよね！フォー

クでも怒ってた！もちろん、マイナーなフェミニ

スとの曲ではみんなしっかり怒ってる！ 

「流行り歌」という若者文化の主要な要素を

成す分野では、女の攻撃性というのはかくも注

意深く排除されねばならないものなのか？ 

安心して聞ける曲、気分良くうたえるう

た・・・・・それがほしいと思う。 

Alanis Morissette 

♀会員のみなさん、オススメの曲や舞台などの

情報をください！   wws1986＠hotmail.com 
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ニュース前号女の映画評 

「誰も知らない」 
―母は鬼だったのかーについて 

 

  私は、高野さんの「女の映画評」の大ファン
であり、いつも感心したり、共感したりしながら

読んでいる。 

  でも、前号のこの記事は、うーん、違うなぁー、

と思ったので一言。 

 

  子育ては楽じゃない、それは全く同感。しか

し、この母親を母性に溢れた母親というあたり

から、「あれっ」と思ってしまった。そもそも、私

は「母性って何？」と思うが、とりあえず子ども

を愛する心のある人、ぐらいに思って考えると

して、母親、けい子が社会から糾弾されるのは、

次の点だろうと、①未婚出産、②出生届未提出、

③学校に行かせない、④置き去り、の４つが記

してある。そして、そのうち３つはひと続きのこ

とでむしろ、中絶せず産んだのだから母性愛の

強い女だということになる、という。しかし、子ど

もに対する愛情があって産んだのであれば、子

どもらが被る社会的損失を母親がカバーしなけ

ればならないのではないだろうか。 

いじめられるのがかわいそうだからと学校に行

かせず、でも基本的な勉強はチャンと教えてい

た、というが長男は１２歳（だっけ？）で、九九も

チャンと覚えていないのだ。そして、何より、学

校の子供たちを見て「僕も学校に行きたい」と

母親に言う。母親はやんわり「行かなくていい

わよ」みたいに言う。怒鳴ったり、たたいたりし

ない。だから、鬼には見えない。 

そして、４つ目の置き去りに至る長男とのや

りとり、「あんたのお父さんの方がよっぽど勝手

なんじゃない、ひとりでいなくなって！」というセ

リフ。そんなこと、子どもに言って何になる？そ

ういう男を選んだのは誰？そういう関係を作っ

たのは誰？ 

置き去りも楽天性故、というが、長男が異父

弟妹のそれぞれの父親の所に金の無心をしに

行く姿、水道も止められて皆薄汚れていく姿、

―――楽天性って、それが、想像できないとい

うことだろうか。 

しかし、この４つより、私がもっと重要だと思

うのは、長男を除く３人が、外出はおろかベラン

ダにさえ出られない閉じ込められた空間にずっ

と置かれていたことだと思う。 

長男とあまり年の差がない妹が、兄と比べて

ひどく無能力に描かれていることが気になった

という人がいたが、それもおそらく閉じ込められ

た世界におかれたせいだと思う。 

確かに、一方的に鬼だの何だのと言われる

人だって、実は普通のやさしさを持っていたり

する。だから、この母親もやさしくもあり、子ども

も慕っていたというのは、描き方として理解でき

る。子どものたくましさを描きたい気持ちも理解

できる。それ以外、何を描きたかったのか私に

はわからない。 

だが、この母親のしたことは、弁解の余地の

ない、まぎれもない凄まじい虐待であることは、

私という「女の目」で見ても明らかである（奥田）                 

 

 

 

☆WW ニュースの記事や報告などについての

皆さんの感想やご意見をお待ちしています！ 

 

 

  WW ホームページは http://www008.upp.so-net.ne.jp/w_woman/ 
 

♀リンクページは、名古屋、そして全国の女性グループサイトが網羅され、とっても便利！ 

♀みなさんのメールアドレスを 

WWS1986@hotmail．com までお知らせください！ 

緊急のお知らせや、他グループからの情報などをお届けしています 
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■日時 １２月１１日（土）～１２日（日） 

■場所 K 山荘（三重県菰野町）  ■費用 ５０００円程度 
詳細未定ですが、名古屋から数台車が出る予定あり。また、菰野駅へ送迎の予定あり。参加

者の方にはご連絡します。 

ｱｸｾｽ方法 

・・車利用の場合 東名阪四日市ｲﾝﾀｰから国道 477 号、国道 306 号

経由。三重県民の森至近。 

・・電車・ﾊﾞｽ利用の場合 近鉄湯ノ山線「菰野駅」下車。タクシー利用。

菰野町コミュニティバスあり。「神森福王山線」の場合、３０６号線

「草里野」ﾊﾞｽ停下車。バス停から約２ｋｍ強。 

＊＊＊参加者の方に地図・時刻表送付します＊＊＊ 

■スケジュール 

１２月１１日（土） 
１７：００ 集合 

１７：３０～  イタリア料理ディナー 

ｼｮｰﾄｽﾋﾟｰﾁ 古居みつ子さん 「起業して１１年が経ちました」 

１２月１２日（日） 
朝  初冬の野鳥観察 カラ類の混群にあえるよ 

お昼まで 「何でもなれるぞ女の子男の子 partⅡ」の撮影が済んで編集段階に入

っている部分のビデオを試写します 

お昼ごろ 解散 

 

 
年末パーティ参加申込書（１２月４日までにお願いします） 

ＦＡＸ ０２０－４６６４－６６３９ Ｅｍａｉｌ：ＷＷＳ１９８６＠ｈｏｔｍａｉｌ．ｃｏｍ 

お名前 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

電話番号 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

ＦＡＸ 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

近況報告等（不参加の方も近況をお知らせください） 

 □参加  □不参加 （チェックしてね） 

 

 

 

 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 ＷＷ年末パーティ 
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資料室 ご意見・資料コピー請求は下記（川澄）までどうぞ。 

tel､fax：052-681-6727 mail：nenn_ne@m5.dion.ne.jp  

 

女たちの元気流 [おんな労働組合(関西)] 

         165-166 号 

 

 ベスト電器経過―和解調査で会社が

資料を出し渋って、次回に継続。原告は

労働基準局へ労災の申請をしたそうで

す。 

第 16 会コミュニテイユニオン全国交

流会ｉｎ函館。民主党が出したパート労

働法改正案の説明があるも、現在民主党

には熱心に取り組む姿勢はないとのこ

と。連合は、半数の組合がパートの処遇

などに取り組む予定はないが、間接差別

禁止をいれた法案を１０月に提出する

予定らしい。 

京ガス裁判。原告の主張の賃金台帳提

出が被告にやっと命じられました。いよ

いよ佳境だそうです。 

 

男女差別賃金をなくす連絡会ニュース 
[男女差別賃金をなくす連絡会] 04.9.16  

 

均等法改正に対する動きと取り組みに 

ついて、「雇用機会均等法等政策研究会

報告書」がだされました。ポイントは男

女双方の差別禁止。間接差別禁止。不利

益扱いの禁止。効果的推進方策など。 

さあ、勉強だ！ 

  

VOICE OF WOMEN 
[日本女性学研究会] ＮＯ.254･255  

  

「仕事と家族生活の調和政策～日米比

較～」小松満貴子･･･Ｊ．ゲルブさん新刊

「日本とアメリカのジェンダー政策」

‘03 年刊の紹介。米の家族支援政策の変

遷が興味深い。日米の違い、あちらでは、

少なくとも大企業の社員は充実した保育

政策を受けているようだ。 

「大峯山女人禁制」問題・考･･･「伝統」

は人間がつくり人間の都合でかえられて

いるということがポイント。大峯山の禁

止区域も、最近では 1960、1970、に世

俗的理由で狭められている。女人禁制の

区域は村道で公道。本道の改修費の８

９％が公費から出されている。伝統が差

別かの二者選択ではなく、伝統を人権の

見地から再考する必要がある･･･など、。 

12 月例会は「美術館博物館の《性別役

割分業》を考える」だそうだ。狩する男

と料理する女のジオラマ展示に疑いの目

を！名古屋の博物館は大丈夫だっけ？ 

け？・・・ 

ジェンダー・女性学研究所[愛知淑徳大学] 
ニュースレター第１８号  

 

「文学とジェンダー表象」の 3 回連続 

講座の概要報告。与謝野晶子、夏目漱石、

ピーターパンを中心に、従来とは違った

観点からの講座でした。「外科医と柔道

選手の背景」ではステレオタイプ的認知

のクイズ紹介。「学生時代柔道の選手だ

ったＡさんは息子のＢさんに厳しく柔

道を教えている。がＡさんはＢさんの父

親ではない。いったいＡさんとＢさんの

関係は？」。柔道選手＝男性というステ

レオタイプ的認知に気づかせるものだ

そうです。 

   

  

mailto:nenn_ne@m5.dion.ne.jp
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ふれあい通信 
[名古屋ふれあいユニオン] no.59,60 

  

NTT ネオメイト名古屋の大津さん、期限

なし採用のはずが、解雇通告をうける。

再三の団交も実を結ばす「謝罪はしな

い」と会社側。決裂とのこと。 

リス、スタッフサービス、昇山工業、河

村電器産業、中部出版印刷（競艇･競輪

の予想紙会社）らの社会保険に伴う賃金

引下げ、妊娠による派遣打ち切り、一方

的解雇通告、無法な労務管理･･･。山積。 

 

それゆけ女たち 
no・137.138 

 

・「均等法改正におけるセクシュアルハ

ラスメント」･･･均等法改正が近い。が、

セクシュアルハラスメントの部分は、見

直しの対象からはずれるらしい。いそい

で検討しないとあかん！ 

・「フィリピンフェミニスト運動に思い

を馳せつつ」出稼ぎ労働者 800 万人の大

部分が女性で、性的被害にさらされる危

険が高い。イラク戦争で加速してい

る･･･。 

・「メキシコは危ない国？」 

・本の紹介「結婚帝国」上野千鶴子 VS

信田さよ子対談。結婚制度から暴力を受

けても遁れられない女たち･･･ 

「女の子どうしって、ややこしい！」レ

イチェル・シモンズ。３年かかってリサ

ーチした女の子のいじめ。翻訳ものだ

が、佐世保事件の参考に。 

 

 

明日来 
[がっこうコミュニテイユニオン] 17 巻 5,6,7 号 

 

ジェンダーってことはないのだけど、記

事のひとつとつが、個人的に面白い。 

「忘れられた日本人」によると農地解

放はＧＨＱの政策ではなく、翼賛体制の

もと着々と準備が進んでいたものだそ

うです。日の丸は外国にいけば、虐殺の

鮮血の赤という解釈で、旭日旗なんてお

もってるのは日本人だけ、朝日はもっと

優しく豊かな色彩です･･･云々。先生た

ちの膨大なサービス残業の問題も、かい

てあります。 

 

あごら札幌 
no・254 

  

「おりえのアメリカ日記」（2）渡辺織

映。日本人の憧れのﾆｭｰﾖｰｶｰは一握り。

多民族、貧困、失業があたりまえ。 

「巻け犬の遠吠え」を読まずに考えたこ

と･･･ﾑﾑｯ、悪いことばかりではないぞ。 

 

 

☆（財）女性のためのアジア平和国民基

金から下記３冊寄贈を受けました。 

ご入用の方は事務局までご連絡ください 

 

同基金フォーラムの記録 

「戦争の記憶と未来への対話」 

「過去の記録と未来への対話」 

「日韓関係の現在・過去・未来」 
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----------------------------------------------------------- 

    INFORMATION・情報・じょうほう 

------------------------------------------------------------------------------

----【均等待遇東海主催講演会】 

「均等法は何処へ？」 

講師：黒岩容子弁護士 

◇働く女性の労働弁護団や均等待遇ｱｸｼｮﾝ 21 の立場で審議会の傍聴に参加している黒岩容子弁

護士に男女機会均等政策研究会から出された報告書の内容の分析や審議会の様子などを聞く。 

日時：１２月１２日（日） 午後１時３０分～ 

場所：つながれっと NAGOYA  

問合せ：名古屋名東区西山本通り２－５川合西山マンション１－C古守 

ＴＥＬ 090-4086-9821 090-2343-2085 主催：均等待遇東海 aika@biglobe.ne.jp 

----------------------------------------------------------------------------------

【東海ジェンダー研究所主催講演会】 

「アイルランドの女性と政策 」 

講師：Dr.Carol Coulter(アイリッシュ・タイムズ記者) 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ：岩本美砂子（三重大教授） 司会：大野光子（愛知淑徳大教授） 

◇アイルランドの女性と女性政策には、近年、めざましい進展が見られる。それらの特色についてア
イルランド全国紙『アイリッシュ・タイムズ』の記者として、長年アイルランドの女性の問題を研究、

取材してこられた、キャロル・コールターさんをお招きして、お話をうかがう。 

日時：１１月２３日（火・祝） 午後２時３０分～５時 

場所：名古屋国際センター別棟ホール   参加費：無料   定員 １００名 先着順  

申込先：〒460-0022 名古屋市中区金山１－９－１９ ミズノビル５Ｆ(財)東海ジェンダー研究所  

ＴＥＬ 052-324-6591 ＦＡＸ 052-324-6592 

申込方法 お申し込みは〒・住所・氏名を明記の上、上記へはがき orＦＡＸにて。（11/12〆） 
---------------------------------------------------------------------------------- 

     講演会「おとこ・おんな・社会 みんなで子育て！」 

基調講演  「おとこの次世代育て」 13:00～14:00 

講師：広岡守穂さん(中央大学教授) 

シンポジウム「おとこ・おんな・社会 みんなで子育て！」14:10～15:30 

 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 山崎嘉久(あいち・子どもNPO ｾﾝﾀｰ代表理事) 

 ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ 広岡守穂、木村恵(愛教大)、小黒貫太(男も女も育児時間を！連絡会) 

日時：１２月１８日（土）１３：００～１６：００ 

場所：つながれっと NAGOYA １階交流ラウンジ 要予約：電話 orFAX で 

参加費：５００円 連絡先：あいち・子どもNPO ｾﾝﾀｰ 電話・ＦＡＸ ０５２―９３４―４３７７  

---------------------------------------------------------------------------------- 
   【愛知淑徳大学ジェンダー女性学研究所】 

第 13回定例セミナー「セクシャリティの多様性について考える」 
講師：日高庸晴さん（京都大学医学研究科客員研究員） 

コーディネーター：西和久さん（愛知淑徳大学講師） 

日時：①１２月２日（木） 午後３時～４時３０分、②１２月１６日（木） 午後３時～４時３０分 

http://www.city.nagoya.jp/50kyoiku/j_kaikan/j_kaikan_03.htm
http://www.city.nagoya.jp/50kyoiku/j_kaikan/j_kaikan_03.htm
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場所：愛知淑徳大学①星が丘キャンパス ②長久手キャンパス B1 教室 

主催：愛知淑徳大学ジェンダー・女性学研究所、参加費：無料 

FAX：0561-63-9308：電話：0561-62-4111（内線 498）：e-mail:igws@asu.aasa.ac.jp 

■愛知淑徳大学ジェンダー関連開放講座＜２００４後期＞ 
ジェンダーと社会 I：金曜第四限 講師・国信潤子、星山幸子、林かぐみ、生江明 

ジェンダーと社会Ⅱ：火曜第四，五限 講師/中島美幸、山下智恵子 

女性学 ・男性学Ⅰ：木曜第三限 講師/井深淳子 

女性学 ・男性学Ⅱ：集中 講師 中村正 

ジェンダー 論   ：水曜第三限 講師/国信潤子 

一般参加可 要申し込み （詳細）http://www2.aasa.ac.jp/org/igws/open/index.html 

---------------------------------------------------------------------------------- 

   【愛知女性研究者の会】 

<<例会>>   「寛容」な文化における同性愛嫌悪 

日時：１１月１４日（日）午後１時半から 4時半 
講師：風間 孝さん（中京大教員） 場所：名古屋ＹＷＣＡ３０２号室 

<<ジェンダー研究部会>> 読書会「ゲイ･スタディーズ」風間孝ら 

日時：１１月１４日（日）午前１０時から１２時 
担当者：吉田あけみさん 場所：名古屋ＹＷＣＡ３０２号室（例会と同じ） 
 連絡先：Tel 052-783-2602（金城大杉本研究室内 杉本）sugimoto@kinjo-u.ac.jp 

---------------------------------------------------------------------------------- 
   【つながれっと Nagoya 主催企画】 

講演会「ドメスティックバイオレンスと子どもたち」 
講師：森田ゆりさん（ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ） 

日時：１１月１３日（土） 午後１時３０分～３時３０分 

交流会「デートのお作法／ドラマに見るいまどきの恋愛事情」 
大学生との共同企画 

日時：１１月２０日（土） 午後１時３０分～４時３０分 

場所：つながれっと NAGOYA（旧名古屋市勤労女性センター）（地下鉄、ＪＲ「鶴舞」徒歩３分）

参加費：無料 問合：つながれっとNAGOYA ０５２-２４１－０３１１ 

--------------------------------------------------------------------------------- 

【共催シンポジウム】 

「性別を考える－医学・法学・スポーツ科学の対話」 
シンポジスト：村田善晴（名古屋大学環境医学研究所 教授）「医学はどう性別を決定するか」 

         紙谷雅子（学習院大学法学部 教授）「法律は性別をどう扱うのか」 

        近藤良享（筑波大学体育専門学群 助教授）「ｽﾎﾟｰﾂ科学は性別をどう扱うのか」 
司会：武田万里子（金城学院大学現代文化学部 教授） 

コーディネーター：建石真公子（法政大学法学部 教授） 
日時：１１月２１日（日） 13:30～16:30（13:15 開場） 

場所：名古屋市女性会館（イーブネット） 大研修室 参加費：無料 

主催：(財)東海ジェンダー研究会プロジェクト「身体・性・科学におけるジェンダー問題研究会」 

    愛知学泉大学コミュニティ政策研究所、日本スポーツとジェンダー研究会 

問合せ：日本スポーツとジェンダー研究会 info@jssgs.org                   

 

mailto:igws@asu.aasa.ac.jp
mailto:info@jssgs.org?Subject=秋季研究会問合せ


 

ラナは海兵隊が占領している家から家族を
立ち退かせるのに兵士と同行した。トラックは
まだ戻ってこない。数家族が自分達の家の壁
の後ろに隠れている。どうすることも出来ない
ので私たちは待つ。緩衝地帯で待っている。す
くなくとも海兵隊兵士は私たちを双眼鏡で見て
いるし、多分地元のゲリラもそうしているのだろ
う。 

私は消えてしまう手品のハンカチをポケット
に入れていた。それで何処にも行かれず、すさ
まじい銃撃戦と爆発に取り囲まれ間抜けに座
っている間ハンカチを消したり，出したり、また
消したりする。これはいつだって一番いい、と思
う。全く無害で無関心に見える、だから誰も撃っ
てこようとは考えない。でも余り長く待っている
わけにはいかない。ラナが去ってから随分経っ
た。私たちも行って彼女を急がせなければ。あ
の家族には若い男が一人いる。ラナは彼も連
れてこられるよう兵士を説得しているのだ。 

男の一人は遠くまで歩けない年配の夫婦や
小さな子ども達を、自分のパトカーで連れて行
きたがった。その男が本当に警官か、或いは盗
んだパトカーなのかは誰にも分からない。その
車にはドアがない。でもより多くの人をより早く
連れ出せるならばそんな事は問題ではない。 

人々は家から忍び出て壁に沿いひとかたま
りになっている。私たちに続き、自分たちも手を
上げて赤ん坊やバッグ、お互いを堅く抱きしめ
ながら通りを進む。私たちが戻ってきたトラック
にできるだけ沢山の人を詰め込んでいると救
急車がどこからかやって来た。 

若い男が残骸となった家に残された戸口か
ら手を振る。彼の上半身は裸で血まみれの包
帯が腕に巻かれている。多分地元のゲリラだろ
う、でも人が怪我をして武器を持っていないの
なら、そんな事はどうだっていいのだ。 

遺体の運搬は必須ではない。あの医者が言
ったように死者は助けを必要とはしない。でもも
し出来うるならば運ぶのだ。兵士の承諾は取り
付けてあったし救急車はここにいる。急いで遺
体を収容する。 

遺体をすぐさま埋葬するのは大切なイスラム
の習慣だ。救急車は私たちに付いて来る。兵
士は私たちに銃口を向けて止めろ、と英語で叫

びだした。救急車はスピードを出している。私
たちは大声をあげ止まるよう合図するが、運転
手に気付かせるには永遠にかかるかと思われ
る。止まった、救急車は兵士が発砲する前に
止まった。 

遺体を引きずり担架に載せて走り、後部に
押し込む。ラナは怪我をした男と前の席無理や
り乗り込む。デイブと私は後ろの遺体の傍にし
ゃがみ込む。デイブは子供のころのアレルギー
であまり臭いを感じないのだと言う。私もそうだ
ったらいいのに、と子供時代を思い出しながら
窓から頭を出す。 

バスは出て行こうとしている。火傷をした男
や、顎と肩を狙撃兵に撃たれた女の一人、他
数人といった怪我人をバクダッドに連れて行く
のだ。 

ラナは救助のために残ると言う。デイブと私
も躊躇しない。私たちも残る。「私がやらなけれ
ば誰がやるの？」が偶然に生まれたモットーに
なっていた。 

また、私は前回の急襲の後で、どれほど多く
の人々が、どれほど多くの女や子供が、他に行
くところがないから、または怖くて家の外に出ら
れないから、あるいは残ることを選んだからと
いう理由で、まだ家の中にいるかを痛いほど分
かっている。私たちが残ることは最初はいいと
言われたが、アザムは私たちはやはり行くべき
だと言う。アザムは一部の武装勢力としか接触
がない。その武装勢力同士で一致する利害関
係は異なっている。私たちはできるだけ早く怪
我人や病人をバグダッドへ送り返さなければな
らない。もし私たちが誘拐されたり殺されたりし
たら、さらに多くの問題を引き起こすことになる。
だから、私たちは素直にバスに乗って出て行き、
できるだけ早くアザムといっしょにに戻るほうが
いいのだ。 

医者が私たちにもう少し人々を避難させに行
って欲しいと頼んだばかりの時に、バスに乗り
込むことは心が痛む。資格のある医者が救急
車に乗って移動できないのに、ただ単に私が
狙撃兵の妹か友達に見えるという理由で、自
分ができるという現実が腹立たしい。しかしそ
れが今日の現実であり、昨日もそうだったの
だ。 

私は出て行くことで裏切り者になったような
気分だが、どこかに選択肢があるのか分から
ない。今は戦時下であり、言われた通りにする
ことは自分の気持ちには全く相容れないことで
あるが、今回だけはそうせざるを得ない。ヤシ
ムは怖がっている。 

ヤシムはモハミッドをひっきりなしに説教して、
私たちが移動中は運転手の席からモハミッドを

フェミニズム英語グループ訳 

砲火の中から（No.3） 

ジョー・ワイルディング 

ファルージャでボランティアをしていた英国女性のリポ

ートを訳しました。今回もメンバーの合作です。 
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追い出そうとする。銃で撃たれる怪我をした女
が後部座席におり、火傷をした男が女の前に
いて、空箱から取った段ボールで扇いでもらっ
ており、点滴がバスの天井の横木からぶら下
がっている。暑い。火傷した男には耐えられな
いに違いない。 

サードがバスに乗り込んで、私たちの旅の安
全を祈ってくれる。デイブそれから私と握手す
る。 

私はサードの手を両手で握り締め、「気をつ
けてね」と言う。もう一方の手にAK47銃を持つ
十歳にもならないムジャヒディン戦士に向かっ
て、これ以上馬鹿な言い草はないのに。 

私たちは目が合い、見つめあう。サードの目
には怒りと恐れが渦巻いている。サードを連れ
て行けないのか？ サードが子供でいられると
ころに連れて行けないのか？  風船のキリン
を作ってやり、絵筆を与えて、歯を磨くのを忘れ
ちゃだめよと言い聞かせられるようにできない
のか？ あの幼い子供の両手にライフルを持
たせた人間を見つけられないのか？ それが
子供にとってどういうことなのかをその人間に
言ってやれないのか？ 周りに重装備した男た
ちしかいないようなところにサードを残していか
なければならないのか？  

この全ての戦闘にどれほど多くの敵味方が
あったとしても、男たちの多くがサードの味方で
はないのに。そしてもちろん私はそうせざるを
得ない。あらゆるところの少年兵士のようにサ
ードを残して行かざるを得ない。 

帰り道は緊迫しており、バスはほとんど砂に
はまり込んで動けなくなっていて、人々は何が
何でも逃げてやろうとトレーラーの荷台にも鈴
なりになっている。 

車、トラック、バスが連なって、バクダッドとい
う当てにならない避難場所へと人々を運んでい
く。家族を安全に連れ出したうえで市に戻ろうと
する車の男たちも列なしている。彼らは戦闘に
参加するかもっと多くの人々を避難させようとし
ているのだ。運転手のジャシムは息子のアザ
ムを無視し別の道に進んだため、我々は突然
先導車から離れ、知らない武装勢力の支配下
にある道を行くことになる。 

男たちの人だかりがバスを止めようと銃を振
り回す。 どういうわけか、バスにアメリカ兵が
いると信じているらしい。戦車やヘリコプターに
は乗っていないとでもいうかのようだ。 

「Sahafa Amreeki（アメリカのジャーナリス
ト）」、と叫びながら車から男が出てくる。乗客は
窓から「Ana min Fallulja（ファルージャから

来たんだ）」、と大声で叫ぶ。数人の男たちがバ
スに走って乗り込み、本当か確かめ、病気や怪
我や年取ったイラク人がいるので安心し、我々
を合図して進ませる。 

我々はアブグレイブで止まって、外国人を前
に、イラク人は目立たないようにと席をかわり、
我々は西欧人に見えやすいようにスカーフを取
る。 アメリカ兵は西洋人を見ると機嫌を良くし
イラク人が一緒にいることはあまり気にせず、
男とバスは捜索するが、女性兵がいないため
女性は捜索しない。モハンメッドが大丈夫かと
私に尋ね続ける。「Al melaach wiyana（天使
が私たちと一緒だから）」、私は彼に言う。彼は
笑う。 

そしてバクダッドに着く。彼らを病院に送り届
けるとき、ヌハは火傷を負ってうめきすすり泣い
ている男を降ろしながら涙している。彼女は私
に両腕をまわし、友達でいてねと頼む。 私が
いたほうが、寂しくない、一人ぼっちじゃなくな
るのと彼女は言う。 

そして衛星放送ニュースは停戦が続いてい
ると伝え、イースターの日曜日、ジョージ・ブッ
シュは兵士に「我々のイラクでの行動は正しい
とわかっている。」と言う。 

武器を持っていない男を彼の家の前で背中
から撃つのは正しいのか？ 白旗を掲げたお
ばあさんを撃つのは正しいのか？家から逃げ
だそうとしている女や子供たちに発砲するのは
正しいのか？ 救急車に発砲するのは正しいと
言うのか？ 

さてジョージ、今なら私にもわかる。 あなた
が人々を余りにも残忍に扱って喪うものがなく
なる程にしてしますのがどういうことかを知って
いる。  

私は病院が破壊されたり、狙撃兵に狙われ
ていたり、そして都市が包囲攻撃の下にあり、
支援が適切に入っていなかったりするために
麻酔なしで施される手術がどういうことなのか
がわかる。そのときの音は耳に焼きついてもい
る。  

私は、救急車に乗っているのに、曳光弾が頭
のうえをかすって通り越していくというのがどう
いうことかを知っている。  

私は、胸の中身が吹き飛ばされて身体の中
にないということ、そしてそれがどんな臭いがし
たのか知っている、そしてその妻と子供たちが
家からなだれ出てくるとは、どういうことか知っ
ている。 

それは犯罪だ、そして我々すべてにとって恥
辱なのだ。   （完） 


